
  

                       
 

 
 

 

 

「水門・陸閘等の安全かつ適切な管理運用の促進 
に関する検討委員会」を開催します 

～水門・陸閘等の安全かつ確実な操作・退避に関する優良事例集の作成に向けて～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時：令和８年３月６日（金）10：00～12：00 

場 所：一般財団法人 沿岸技術研究センター 会議室（オンライン併用） 
    （東京都港区西新橋１－１４－２ 新橋エス・ワイビル５Ｆ） 

議 事：・カムチャツカ地震・津波での水門・陸閘等の対応状況について 
    ・水門・陸閘等の安全かつ確実な操作・退避に関する優良事例集について 
    ・防災気象情報の変更に伴う水門・陸閘等ガイドラインの補訂について 等 
    ※委員名簿は別紙のとおりです。 

その他： 

・ 本委員会は非公開ですが、会場において冒頭挨拶（議事開始前）まで撮影が可能です。ま

た、同日 13：00 から同会場にて、事務局による記者ブリーフィングを行います。 

・ 冒頭挨拶の撮影又は記者ブリーフィングへの出席を希望される方は、３月５日（木）14 時

までに、メール件名に「水門・陸閘」と記載し、本文に会社名、氏名、連絡先（電話番号・

メールアドレス）を記載いただき、下記宛先まで送付願います。 

 <電子メール送付先：hqt-kaigan.bousai.20【@】gxb.mlit.go.jp> 

※メールアドレスの【@】を@に置き換えてご連絡ください。取得した個人情報は適切に管理

し、必要な用途以外に利用しません。 

・資料は、後日、国土交通省ウェブサイトに掲載予定です。 

 https://www.mlit.go.jp/kowan/ kowan_fr7_000129.html 
 

  

令 和 ８ 年 ３ 月 ４ 日                                                                          

水管理・国土保全局海岸室 

港 湾 局 海 岸 ・ 防 災 課 

 

農林水産省及び国土交通省では、東日本大震災において、水門・陸閘等の操作に

従事した多くの方が犠牲となったこと等を踏まえ、「津波・高潮対策における水門・

陸閘等管理システムガイドライン」の作成・公表等を通じて、操作従事者の安全の

確保を最優先とした上で、水門等の操作を確実に実施できる管理体制の構築を推

進しています。 

今般、水門・陸閘等の安全かつ適切な管理の充実・強化を図ることを目的に作成

する、『水門・陸閘等の安全かつ確実な操作・退避に関する優良事例集』等につい

て議論するため、有識者からなる検討委員会を開催します。 

問合せ先：港湾局海岸・防災課 小山、加治、一之瀬、坂井 

 代表：03-5253-8111（内線 46712、46735、46732、46733） 

 直通：03-5253-8688 



  

（別紙） 

 

水門・陸閘等の安全かつ適切な管理運用の促進に関する検討委員会 

委員名簿 

 

飯塚 知治 岡山県 農林水産部 耕地課長 

磯部 雅彦 高知工科大学・東京大学 名誉教授 

岡本 通伸 高知県 土木部 港湾・海岸課長 

小野 昌浩 愛媛県 土木部 河川港湾局 港湾海岸課長 

川嶋 浩司 三重県 農林水産部 水産基盤整備課長 

重川 希志依 常葉大学 名誉教授 

田中 和七 宮古市消防団本部附分団長 

鶴見 純 消防庁 国民保護・防災部 防災課 地域防災室 対策官 

松尾 一郎 東京大学大学院情報学環  

総合防災情報研究センター 客員教授 

目黒 公郎 東京大学大学院情報学環 教授 

（敬称略、五十音順） 

 


